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第1章

序説
Atmel® AVR® STK®521ｷｯﾄはAtmel AVR STK521基板で作られています。

STK521基板はAtmel社からのAtmel STK500開発基板用の上乗せ部です。これはAtmel AT9 
0PWM81、Atmel AT90PWM161製品と将来の互換派生品を支援するように設計されていま
す。

STK521はAT90PWM81/161の新機能の完全な使用を許すﾊｰﾄﾞｳｪｱとｺﾈｸﾀを含み、一方0挿
入力(ZIF)ｿｹｯﾄが試作に対するSOIC20外囲器の容易な使用を許します。

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参照だけでなく、一般的な開始時の案内役
でもあります。

この手引きでの語AVRは対象部品(AT90PWM81/161)への参照に使われることに注意してく
ださい。AT90PWM81もこの系統からの製品の1つへの参照に使われます。

図1-1. STK500用STK521上乗せ部

1.1 特徴

■　Atmel AVR STK521は好評のAtmel STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ系統の新しい一員です。

■　Atmel AT90PWM81とAtmel AT90PWM161を支援

■　Atmel AVR Studio® 4.15またはそれ以降とAtmel AVR Studion 5.1による支援

■　SOIC20外囲器用の0挿入力(ZIF)ｿｹｯﾄ

■　QFN32外囲器用の0挿入力(ZIF)ｿｹｯﾄ (未実装)

■　高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　実装書き込み(ISP)直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　Atmel JTAGICE mkⅡまたはAtmel AVR DragnTMｴﾐｭﾚｰﾀを使うﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用6ﾋﾟﾝ ｺﾈ
ｸﾀ

■　ﾘｾｯﾄ/汎用入出力構成設定、ｸﾘｽﾀﾙ/汎用入出力または電源構成設定用ｽｨｯﾁ

■　自立動作形態用外部電源ｺﾈｸﾀ

■　基板のｼﾙｸ印刷での全ｼﾞｬﾝﾊﾟへの素早い参照
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第2章

STK521上乗せ部の使い方

2.1 Atmel STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄへのAtmel STK521接続

STK500の拡張ﾍｯﾀﾞ0と1にSTK521を接続してください。図2-1.で示されるように上乗せ部が正
しい向きで接続されることが重要です。STK521上に書かれたEXPAND0がSTK500基板上の
拡張ﾍｯﾀﾞ傍に書かれたEXPAND0と一致すべきです。

図2-1. STK500基板へのSTK521接続

注: 誤った向きでのSTK521接続は基板を損傷するかもしれません。

2.1.1 Atmel STK521でのAT90PWM81配置

STK521はSOIC20外囲器用ZIFｿｹｯﾄを含みます。ﾃﾞﾊﾞｲｽが正しい向きで装着されるように注
意を祓ってください。図2-2.はZIFｿｹｯﾄに対する1番ﾋﾟﾝ位置を示します。

図2-2. ZIFｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝ

1番ﾋﾟﾝ

警告: STK500基板上にAVRが装着されているのと同時に、STK521上にAT90PWM81を装着
しないでください。ﾃﾞﾊﾞｲｽは期待するように動作しないでしょう。
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STK521上乗せ部の使い方

2.2 STK521の給電

STK521は以下のように給電することができます。

 1. POWERｽｨｯﾁをVTGに選択することによってSTK500を通して

 2. POWERｽｨｯﾁをVEXTに選択してｼﾞｬｯｸ ｺﾈｸﾀを使う外部電源を通して

後者の場合、電源は5Vのﾃﾞﾊﾞｲｽの電源のためにDC 10Vでなければなりません。

2.3 AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

Atmel AVR AT90PWM81は直列SPIと高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることがで
きます。本項はこれら2つの動作形態を上手く使うためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｹｰﾌﾞﾙの接続方法を説
明します。Atmel AVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱは他のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対してと同じ方法で使われ
ます。

注: AT9PWM81は自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞも支援します。この話題のより多くの情報についてはAtmel
のAVR109応用記述をご覧ください。

2.3.1 直列実装書き込み(ISP)

図2-3. 直列実装書き込み(ISP)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態を使ってAT90PWM81をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図2-3.で示されるように
Atmel STK500基板上のISP6PINｺﾈｸﾀとAtmel STK521基板上のISPｺﾈｸﾀ間を6芯ｹｰﾌﾞﾙで接
続してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio 4 STK500ｿﾌﾄｳｪｱで直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態を使って
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

Atmel STK500とSTK521のｼﾞｬﾝﾊﾟ
は右のように構成設定しなければ
なりません。

注: ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用のSTK500前
処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報に
ついてはSTK500使用者の手
引きをご覧ください。

表2-1. Atmel AT90PWM81用実装書き込み(ISP)設定

AREF 開放

STK500 処理

VTARGET 装着

開放RESET

装着XTAL1

1-2ﾋﾟﾝ間に装着OSCSEL

開放BSEL2

開放PJUMP
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STK521上乗せ部の使い方

2.3.2 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

図2-4. 高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図2-4.で示されるようにAtmel 
STK500のPROGCTRLをAtmel STK521のPRG_CTRLへ、STK500のPROGDATAをSTK521の
PRG_DATAへ接続してください。CLOCKｽｨｯﾁがSTK500位置に置かれていることを確実にし
てください。

STK500とSTK521のｼﾞｬﾝﾊﾟとｽｨｯﾁは以下のように構成設定されなければなりません。

表2-2. Atmel AT90PWM81用高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

AREF 開放

STK500 処理

VTARGET 装着

装着RESET

装着XTAL1

1-2ﾋﾟﾝ間に装着OSCSEL

装着BSEL2

開放PJUMP

表2-3. AT90PWM81用高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｽｨｯﾁ設定

CLOCK STK500

STK521 処理

POWER VTG

RST/RESET

今やﾃﾞﾊﾞｲｽはAtmel AVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱで高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞすることができます。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態でのSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはAtmel 
STK500使用者の手引きをご覧ください。

正しい機能での高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作のため、目的対象電圧は4.5Vよりも高くなければ
なりません。
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STK521上乗せ部の使い方

2.4 Atmel JTAGICE mkⅡｺﾈｸﾀ
以下の資料をご覧ください。

「AVR JTAGICE mkⅡとの目的対象基板への接続」が目的の「JTAGICE mkⅡ即時開始の手
引き」。

この記述はISPに対してどの信号が必要とされるかと、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREに対してどの信号が必要と
されるかを説明します。

図2-5.はSTK521基板でのAtmel AVR JTAGICE mkⅡ探針接続方法を示します。

図2-5. Atmel STK521へのAtmel AVR JTAGICE mkⅡ接続

1番ﾋﾟﾝ

ISPｺﾈｸﾀはAtmel AT90PWM81組み込みﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対して使われます。このｺ
ﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は表2-4.で示され、Atmelから入手可能なJTAGICEのﾋﾟﾝ配置に適合します。
本ｺﾈｸﾀへのJTAGICE mkⅡ接続はAT90PWM81のﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許します。

JTAGICE mkⅡとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞについてのより多くの情報はAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄwww.atmel.com
で入手可能なAtmel AVR JTAGICE mkⅡ使用者の手引きで得られます。

注: JTAGICE mkⅡを正しく動かすためにAtmel STK500上のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り去ってくださ
い。

表2-4. STK521 ISP/DWｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

赤黒 MOSISCK 43

ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色 対象ﾋﾟﾝ名STK521 ISPｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ番号対象ﾋﾟﾝ名 ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色

灰 MISO 21 VTG 紫

RESET緑 茶65 GND

注: MISO,MOSI,SCKの線は製作物がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作形態の時に接続することができます。それ
らはその後に応用目的のために使うことができます。

http://www.atmel.com
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STK521上乗せ部の使い方

2.5 Atmel STK521ｽｨｯﾁ構成設定

図2-6.で示されるｽｨｯﾁは表2-5.で記述されます。

図2-6. STK521のｽｨｯﾁ

表2-5. STK521のｽｨｯﾁ記述

ｽｨｯﾁ 説明機能

CLOCK ｸﾛｯｸ元選択
EXT : 外部ｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄに嵌められたｸﾘｽﾀﾙからのｸﾛｯｸ
STK500 : Atmel STK500からのｸﾛｯｸ
INT RC : 内蔵RC発振器からのｸﾛｯｸ

RESET ﾘｾｯﾄ ﾋﾟﾝ構成設定
RST/ : 製品のﾘｾｯﾄ ﾋﾟﾝはSTK500のﾘｾｯﾄ釦に接続
PE0 : 製品のﾘｾｯﾄ ﾋﾟﾝはPORTEﾍｯﾀﾞのPE0に接続

POWER 電力供給元選択
VEXT : 電源ｼﾞｬｯｸを通す外部電力供給
VTG : 拡張ﾍｯﾀﾞを通すSTK500電力供給

2.6 Atmel STK521ﾍｯﾀﾞ

ﾍｯﾀﾞはLEDやｽｨｯﾁへのﾎﾟｰﾄ接続だけでなく高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの目的に対しても実装されま
す。

図2-7. STK521のﾎﾟｰﾄ ﾍｯﾀﾞ

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ﾎﾟｰﾄDﾍｯﾀﾞ ﾎﾟｰﾄEﾍｯﾀﾞ ﾎﾟｰﾄBﾍｯﾀﾞ
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STK521上乗せ部の使い方

2.7 Atmel STK521の検査点

表2-6. STK521 検査点

検査点名 説明機能名

T1 GND GND検査点

T2 GND検査点GND

これらは探針用に基板の右側と左側の両方に配置されます。

2.8 追加機能
STK521はQFN32外囲器を評価するためのQFN32 5×5mmのZIFｿｹｯﾄ用配置ﾊﾟﾀｰﾝを含みま
す。ｿｹｯﾄは未実装ですが、Enplasからの部品番号:QFN32(40)BT-0.5-02を使って実装するこ
とができます。
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第3章

障害対策の指針
表3-1. 障害対策の指針

問題 対処原因

内部1MHz RC発
振器を使ってISPと
高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
を行えない

推奨されない内部1MHz 
RC発振器の使用

低電力動作形態でﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを開始
するには128kHz発振器を使ってください。
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第4章

技術的仕様
■ 装置形状

 ・ 物理外形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  56×119×27 mm
 ・ 重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  70 g

■ 動作条件

 ・ 供給電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1.8～5.5 V
 ・ 動作温度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  0～50 ℃
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第5章

技術支援

技術的な問い合わせは avr@atmel.com にお願い致します。問い合わせに際しては次に示す
情報も併せてご連絡ください。

■ 目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ名 (完全な部品番号)

■ 目的対象電圧とｸﾛｯｸ速度

■ AVRのｸﾛｯｸ種別とﾋｭｰｽﾞ設定

■ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)方法 (ISPまたは高電圧)

■ AVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号 (基板上に記載)

■ Atmel AVR Studioの版番号 (版番号はAVR StudioのﾒﾆｭｰからHelp⇒Aboutで表示)

■ PCのOS名と版番号、構築番号

■ PCのﾌﾟﾛｾｯｻ型式とｸﾛｯｸ速度

■ 問題点の詳細説明

mailto:avr@atmel.com
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第6章

全回路図

以下にSTK521改訂Bの実装図と全回路図が示されます。

図6-1. 実装図
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全回路図
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図6-2. 回路図 (1/2)
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図6-3. 回路図 (2/2)
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